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会長 清水 裕子 

2024年12月24日、教皇フランシスコは25年に一度の聖年の扉を開けました。私たちに希望の巡礼者となるようす

すめるために。聖年は、「主の昇天」を祝った2024年5月9日に、2025年の聖年を布告する大勅書「Spes non 

confundit（希望は欺かない）」が発表され、待降節が終わるキリスト生誕の日に始まりました。待降節初日は典礼

暦の始まりではありますが、年間には含まれません。2025年の聖年は、「希望の聖年」と呼ばれ、各教区で巡礼指

定教会が発表されており、巡礼手帳に訪れた教会でスタンプを押して、記念とします。スタンプ収集が目的ではな

く、訪問と祈りにより「免償」を得ることができます。 

 皆さんもこの機会に、様々な教区の指定する教会を旅の一つとして訪問してみま

しょう。左のカレンダーは、2025聖年のバチカンが主催する巡礼日程です。4月5－

6日は「病者と医療従事者の祝祭」とされ、CICIAMS理事会は4月3－4日のバチカ

ンでの会議の後、この巡礼を行います。当方も会議と共に参加予定です。その日は

皆様も病者と医療従事者のために特に祈っていただければと思います。 

 2025年9月15日は、後段ご案内の通り、福岡支部主催の第63回全国大会が開催さ

れます。コロナ禍での十分な準備ができなかったため、急な開催場所選びとなり、

福岡支部の方々にはご負担をおかけしています。全国から多くの方々がご参加いた

だければ支部担当者も喜ばれると思います。今回は、月曜日祝日1日のみの開催とし

ました。どうぞ、お出かけ下さい。 

 本部役員会では、2023年6月3日に新体制が発足し、会長を除く役員（副会長、財

務、広報、指名役員）の改選年となります。短い方は、8ヶ月の短期間での任期満了

となりますが、2年間の役職の振り返りを行って、改選手続きを進めたいと思います。

年次総会は5月に予定しておりますので、総会後にご報告できると思います。本部で

のご奉仕ができる方は、どうぞ、会長までご一報ください。また、この機会に本部 

役員の仕事ぶりにご注文などございましたら、お知らせください。皆様の祈りに支えられて奉仕をさせていただい

ておりますことに、改めて感謝を申し上げます。 

 

『希望の巡礼者』 

本部顧問司祭  パウロ暮林 響 
今回、聖年の教区における開門の儀式には、浦上天主堂で与りました。海外からの神学生や新司祭たちを連

れて長崎巡礼をしていた最中だったからです。その時、初めてこの聖年のテーマソングを耳にしました。「希

望の光、神よ、あなたに歌います。尽きぬいのちの泉、あなたを信じます…」、メロディも和音も歌詞も、と

ても心に染み入るものでした。パンフレットには、「カトリック中央協議会」とのみあったので、「お、つい

に日本にもこんなにも美しい典礼音楽を作曲できる人ができたのか」と思い、作曲された方にお会いしたいと

まで思いました。ところで、御公現祭は長野県のカルメル会のシスターたちのところで祝ったので、そこでこ

の曲を紹介をしたところ、一人のシスターが「こちらが原曲で、イタリア人の作詞家と作曲家によるものみた

いですね」と、楽譜をプリントアウトして持ってきてくださいました。有望な日本人典礼作曲家の誕生の夢は

幻想に帰した、という落ちです。 

それにしても希望を目覚めさせてくれるような聖歌なので、南山女子部の宗教倫理の授業の初めに歌って聞

かせていたら、三回目で一緒に歌ってくれる生徒が出ました。調子に乗ってこの原稿を書いている今日、南山

小学校の宗教の授業の初めでも歌い始めました。一人の担任の先生は抱えていたこともあり、心打たれて涙を

流していました。ちょっとしたことですが、美しいもの、心に響くものを共有することは、それを分かち合っ

た人のその後の人生に希望のかけらを残せると思います。 

私たちは、自分の現場で希望の巡礼を続ける民です。それが看護の現場であったり、近所づきあいの現場だ

ったりするわけですが、イエスを思い出して希望の光を灯すことができる場はすべて聖地です。JCNA会員の

いるすべての場が聖地と感じられるような、希望を与えられる奉仕をそれぞれ続けられますように。 

 通信  第39号 
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2024年11月16日（土）14:00～16:00に本部主催のオンライン研修会が開催されました。 

本部、清水裕子会長の進行により、本部顧問司祭、パウロ暮林響神父により解説が行われました。 

はじめに清水会長が研修会開催までの経緯と序文についての説明を行いました。「教皇庁教理省宣言－無限の尊

厳-」が作成された経緯は次の通りでした。2019年3月19日、教理省総会において「人間の人格の尊厳の概念に関す

る学術研究成果を反映した全般的メリット」を言語化する決議が行われ、2019年10月4日、小委員会協議、2022年1

月、教理省総会で要約され、2023年2月6日に、小委員会で改訂版の検討が行われました。2023年5月3日、教理省定

例会議で公開が決定され、同年11月13日に教皇による承認が行われました。2020年10月3日の回勅（教皇文書）を反

映したものでした。2024年2月28日に、定例会議で承認され、3月25日に教皇の認可を得て、4月1日に公表されまし

た。同年、4月6日にCICIAMS会長から会員国会長へ周知が通知され、JCNAではオンライン研修会を開催するに至った

と説明されました。 

序文には、無限の尊厳の説明が以下のように記されています。 

「１ 無限の尊厳（Dignitas infinita） すべての人は、各人の存在のうちに不可侵の形で基盤を有する、無限

の尊厳を、あらゆる環境、国家、各人が遭遇するいかなる状況をも超えて所持します。理性のみによっても完全に

認識可能なこの原則は、人間の人格の優位性と、人権の擁護の基盤です。啓示の光に照らされて、教会は、神の像

と似姿として創造され、イエス・キリストによって贖われた人間の人格の本質的な尊厳を強調し、確認します。教

会はこの真理から、弱者や力をもたない人々のために取り組む理由を引き出します。そのために教会はつねに「人

格としての人間を第一に据え、あらゆる状況を超えて人間の尊厳を擁護すべきです。」 

 
その後、暮林神父による講話が行われました。 

 

 
 

序文

▪ 1．人間は「無限の尊厳」という不可侵の基盤を有する。理性により理解し、人格の優位性と人権擁護の基盤で
ある。教会は神の似姿である人間の本質的な尊厳を真理とし擁護し主張する。

▪ 2．人間の至上価値は1948年12月10日の国連総会「世界人権宣言」に表れた。不可侵の尊厳をもつ人間は
尊重と愛をもって扱われなければならない。

▪ 3．教会は福音宣教の最初から人間の自由を主張し、「人格の独自性、尊厳、不可侵性、人格の根本的な権
利の豊かさ、人格の神聖性、教育を受ける⼒、完全な発展へのあこがれ、不死性」（聖パウロ6世）を推進して
きた。

▪ 4．教会の使命は、福音的価値を有する人間の尊厳を擁護し、推進する場に⾝を置くこと、である。(聖ヨハネ・パ
ウロ⼆世, 1979) 個人的価値は自由、⾝体と心の十全性、財産権、生存権等で、社会的政治的価値は参
加の権利、不正への強制・⾝体と心の拷問をうけないことである。

▪ 5．経済の資本の目的は人間の人格とその尊厳の完全な実現であり、経済財政は手段である(教皇ベネディクト
１６世,2010)

▪ 6.教皇フランシスコの回勅『兄弟の皆さん』は、人間の尊厳を擁護し推進する「⼤憲章」（Magna Charta）とい
える。人間の尊厳は、真理であり、根源的な所与（datum）でこれは理性によっても確信でき、福音にある兄弟
愛を蘇らせる。

本 部 主 催   研 修 会「教皇庁教理省宣言－無限の尊厳-人間の尊厳について」 
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 「基本的説明」では、「１．人間の尊厳の中心性に関する意識の高まり」について説明され、「聖書的展望」

「キリスト教思想における展開・現代」について説明がありました。次に「２．教会は人間の尊厳を宣言し、推進

し、擁護する」「３．人間の権利と義務の基盤としての尊厳」「４．人間の尊厳に対するいくつかの重大な侵害」

について解説されました。 

いずれも、大変、奥の深い講話でした。 

 
講話終了後「人間の尊厳に対するいくつかの重大な侵害」（以下の7項目）について、ブレイクアウトルームに分

かれて、グループワークが行われました。 

 

 
7つの項目は、A「貧困の悲惨」「戦争」、B「移住者の苦悩」「人身売買」、C「性的虐待」「女性への暴力」、D

「堕胎」「代理懐胎」、E「安楽死と自殺幇助」、F「ジェンダー」、G「性転換」でした。 

グループワーク終了後、各グループの発表があり、「思い」を共有することができました。 

最後に暮林神父によるまとめのお話しがあって、研修会は終了しました。 

 参加者は、オンライン上で39名、後日視聴者が27名でした。 
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開催日時：2025年2月11日（火）14：00～16：00 

講師：使徒ヨハネ 諏訪榮治郎名誉司教 

開催方法：オンライン（Zoom:神言会 暮林神父） 

当日参加者 29名、事後視聴予定 35名(重複有) 

感想：司教様の病気体験から病いを人の目で見る

か、神の目で見るかという視点と苦しいときに生き

る喜びを見いだすことができるように祈りをもって

関わることの大切さを学びました。発表を通してカト

リック看護師としての病者への向き合い方を振り返

る機会となりました。心に残る黙想会でした。      ↑オンラインにご参加の札幌～鹿児島の会員(最後まで参加の方を中心に) 

2024年10月7日、教皇フランシスコはローマ時間10月6日正午（日本時間午後7時）、バチカン・サンピエト

ロ広場に集まった巡礼者や訪問者に向けての「お告げの祈り」において、タルチシオ菊地功東京大司教を含む21

名を枢機卿に任命することを発表なさいました。会員一同謹んでお慶びを申し上げます。 

当会からのお祝いの気持ちを表すために、2024年10月8日～11月30日まで、全国13支部、会員215名による 

祈りの花束が準備されました。ささやかな贈り物ですが、これからの重責を担うためのご支援として送らせて

いただきました。枢機卿様からは心からの感謝の言葉が返されました。 

↑全国JCNA会員から送られてきた祈りの花束                     梱包も会員の手作りの折り紙を添えて↑ 

日本カトリック看護協会顧問司教 タルチシオ菊地功枢機卿就任お祝い  2024年12月8日 

2025年2月11日     世界病者の日 オンライン黙想会 ご報告 
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CICIAMSコーナー  

 
1．2024年11月6日～9日、韓国ソウル、アジアカトリックリック医師会にCICIAMS教会顧問ケン・スレイマン神父と
清水アジア地区長が、各々私費で参加しました。 

 

 

 
 

 

 

 

(写真(左から)役員との集合写真、聖マリア病院正面入り口で韓国会長と清水会長、手術室入り口のガラスドアに聖句(手術室内、回復室の至る所、

カーテンレールにも聖句があった)、手術室前でスタッフと。) 

2．CICIAMS2026年世界大会の準備委員会が、10月9日、11月15日にオンラインで開催され、ケン・スレイマン神
父と清水アジア地区長が参加。世界総会会場は、Baan Phu Waan Pastoral Training Center  

(https://baanphuwaan.org/en/home-en/) 

3．CICIAMS理事会が2025年4月3-4日にバチカンで開催予定、5-6日に「病者と医療従事者のためのジュビリー巡
礼」が開催予定で、同、ケン・スレイマン神父と同清水会長が参加予定。 

4．2025年6月20日に開催予定のバングラディシュカトリック看護協会年次総会にケン神父、清水会長が参加予定。 

5．2025年8月29日から9月1日まで開催予定のマレーシア国カトリック看護協会年次総会でケン・スレイマン神父
が黙想指導で訪問予定です。 

 
   

 

 

1．2025年5月のJCNA年次総会において、会長を除く副会長、財務、広報、指名役員の役員改選が行われます。 

 現在の担当者は、規約第16条2項役員副会長は長崎聖フランシスコ病院看護顧問であり、パストラル・カウンセラーであ

る聖フランシスコ病院会石岡ヒロ子修道女、同第16条3項役員広報は、長崎聖フランシスコ病院パストラル・ワーカー、お

告げのマリア修道女会水浦ふじ子修道女、同第16条4項役員財務は、公益社団法人参事の山口道子氏（東京教区関口

教会所属）です。 

 規約第16条第6項の会長指名役員は、本部経費の出入金業務を担当する経理担当として、訪問看護ステーション共同

管理者の堀田光子氏（福岡教区箱崎教会所属）、本部ホームページ更新作業を担当している国立大学法人母性看護

学・助産学教員の巻島愛氏（札幌教区旭川六条教会所属）、オンライン情報管理等の広報補佐にあたっている元天使大

学教員の前田明子氏（札幌北十一条教会所属）です。 

2．在日外国人のための妊娠相談事業が開始 

2025年1月1日から在日外国人研修生などを対象に、妊娠・出産に関するオンライン相談の受付を開始しました。現在

は、通訳者確保の関係でベトナム人青年のみを対象として開始しました。 

相談対応者は、規程に則り、会員として一定の要件を満たす方々とし、会長、副会長の他、助産学教授、カトリック病

院元看護部長、ベトナム人シスターが協力者として登録されています。 

3．スピリチュアル・ケア研究会を準備中 

 現在、スピリチュアルケア研究会規程が、本部役員会で検討されており、実施を外部委託することで契約書が検討され

ています。有料で、非会員も参加することができる計画です。 

 広報として、大阪高松大司教区報の招待コラムが掲載されました。 

4．第63回 全国大会のお知らせ 

  開催日時  2025年9月15日（月）8：30～17：00、開催支部  福岡支部（杉本美香支部長） 

開催会場  社会医療法人雪の聖母会 聖マリア病院  井手一郎ホール 

テーマ   いのちへの奉仕者～カトリック看護師としてどういのちに向き合うのか～ 

ミサと基調講演  大分教区長 スルピス森山信三司教 
  同時開催  2025年度臨時総会（2025年9月14日日曜日17:00～、ハイネスホテル久留米にて） 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

本部からのお知らせ 
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編集     日本カトリック看護協会本部役員会 

創刊年    1957（昭和 32） 

編集後記 

JCNAではカトリック看護者としての自分を見つめ直 

す機会として研修会や黙想会が開催されます。ご多忙 

の中、参加できない方がおられると思いますので、 

「通信」を通して一端を学ぶことができれば幸いです。 

今年も実り豊かな1年になりますようにお祈りします。 

                   本部広報担当 


